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要旨

この論文では、2005年から 2007年の間に日本国内において大阪大学が実施した「暮らしの好
みと満足度に関するアンケート」を用いて、双曲線型割引関数を持つ家計を抽出し、双曲線型割
引関数を持つ家計とその他の家計の消費行動がいかに異なるかを検証した。具体的には、所得の
大きさ・流動性資産残高・非流動性資産残高が消費量に与える影響を分析し、双曲線型割引関数
を持った家計はその他の家計に比べて、所得の大きさが消費量に与える影響は大きく、非流動性
資産残高が消費に与える影響は小さいということを明らかにした。この結果は、Laibson (1997)
やAngeletos et al. (2001)の理論結果と整合的である。
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